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効果的な 

防寒方法を 

知りませんか 

・・・（泣） 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

来年度の予算審議を前に、私が考える課題を挙げるとともに、改善策を提案したいと思います。 

失敗や批判を恐れず、出来ることからはじめて、着実に確実に効果をあげていくべきです！！ 

・職員の職務に対する意欲と緊張感を高めるため 

 信賞必罰の人事制度の構築。 
 

・職員個々の能力に応じた給与査定の実施。 
 

・労使交渉の過程や結果を市民に公開。 
 

・行政のスリム化、効率化を図るため、可能な限りの 

 民営化や民間委託。（民間活力の導入） 
 

・民間企業等経験者の積極的な採用。 
 

・職員の民間企業への派遣制度の導入。 
 

・通勤手当の上限額引き下げや市内と市外の住宅 

 手当に差をつけ、職員の豊中市内在住を推進し、 

 豊中に愛着をもつ職員を増やす。 

・豊中版事業仕分けの継続実施。 
 

・補助金事業のゼロベースでの見直し。 

 （補助金仕分けの実施） 
 

・類似事業の可能な限りの統合。 
 

・各種手当を含め公務員給与の見直し。 
 

・未利用地や低利用の市有施設、資産の売却。 
 

・身の丈に合わない建設・整備事業の見直し。 
 

・市税・保険料等の悪質滞納者に対する微収強化。 
 

・受益と負担の公平性を高めるため、 

 各種使用（利用）料の見直し。 

・生活保護を受けていない低所得者と生活保護     

 受給者の所得や生活状況の逆転現象を是正。 
 

・生活保護医療扶助費の見直しと、過剰受診者の 

 取締り強化。 
 

・医療費抑制を目的に、国民健康保険や介護保険の 

 被保険者で利用しない方に保険料の減額などの 

 インセンティブ制度を導入。 
 

・診療報酬請求のチェック体制の厳格化。 
 

・居宅介護世帯に対する優遇施策、措置の実施。 
 

・障がい者雇用の促進と居場所づくりの推進。 

 

・特色ある学校経営を推進する学校長に予算・      

 人事面で一定の権限付与。 
 

・多様な教育ニーズに応えるため、教職員定数の 

 増数と加配教員の増員。 
 

・豊中市独自の教職員人事評価制度の構築。 
 

・公・私幼稚園保護者負担の格差是正。 
 

・ＩＴの発達に伴い、自ら情報を取捨選択できる  

 メディアリテラシーを養う教育の実施。 
 

・駅前保育や空き店舗を活用した保育事業の検討。 
 

・児童虐待相談窓口及び職員体制の充実。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.geocities.jp/positive_square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

・議会のあるべき姿、責務を明確にするため、 

 議会基本条例の制定。 
 

・議会として市民との意見交換の機会を積極的に 

 とるため議会報告会の実施。 
 

・議会での議論の活性化と緊張感をもたせるため、 

 市長はじめ理事者への反問権の付与。 
 

・本会議の代表質問・一般質問で一問一答方式導入。 
 

・６月定例会での個人質問の実施。 
 

・一括採決（討論）を避け、一議案ごとの採決の実施。 
 

・広報とよなかの議会報告に、質問者名を記載。 
 

・社会、経済状況、市の財政状況を考慮し、 

 議員定数、議員報酬の抑制。 

 

・民家への太陽光パネル設置の促進。 
 

・雨水貯留タンクの各戸整備の推進。 
 

・市及び関連団体の紙の使用量の削減。 
 

・リサイクル交流センターの廃止。（事業の見直し） 
 

・エコラボバスの廃止。（運営手法の見直し） 
 

・企業、ＮＰＯ団体等の協力のもと、環境教育の推進。 

 

・市民の分別協力率が低調の場合、サーマルリサイクル 

 の推進。（全てのプラスチックごみを焼却し熱回収） 
 

・ごみ収集・運搬業務の更なる民間委託。 
 

・直営のごみ収集・運搬業務作業員の２人体制を実施。 
 

・省エネ器具への付け替えと消灯の徹底。 

 

市民一人ひとりが、誰がどれくらいの負担をして、どれくらいの行政サービスを求めるのかを 

考えるべきです。行政サービスが増えれば増えるほど、市民の負担額も当然、増えるのです。 
 

大阪府や大阪市は良くも悪くも大きく変わろうとしています。それは単に強いリーダーシップを 

持った指導者がいるからだけではありません。有権者一人ひとりが、選挙で投票という形で  

明確な意思表示をし、夢や希望を託す動きが広がってきたからだと思います。 
 

 

政治を動かしているのは政治家かも知れません。 

でも、政治家を動かす力を持っているのは、みなさん一人ひとりです！！ 

国保料、介護保険料を安くして～ 

住民税を安くして～ 

障がい者のための補助金を増やして～ 

保育所を増やして～ 少人数学級を進めて～ 

高齢者無料パスを復活して～ 就労支援にもっと力を入れて～ 

 市民の方々から頂くご要望の一部です。全て実施するには、新たなお金が必要となります。  

しかし、これ以上、市民ニーズに対応するために、子や孫たちに、負担やツケを押し付けるべきでは

ありません。まずは、無駄の削減や歳入を増やす策を講じ、新たな財源を生み出すべきです。   

その上で、市民の要望に応えていくべきと私は考えます。 


